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多古町における耕畜連携の取組
～町ぐるみで取り組む稲ＷＣＳの生産・利用の拡大～

千葉県香取農業事務所

令和6年度 関東地域飼料増産行動会議 現地研修会

１ 取組の背景

（１）多古町の農業について
（２）取組開始の背景
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1-(1) 多古町の農業について

◆主な農産物等
米
いも類
• かんしょ（サツマイモ）
• ばれいしょ（ジャガイモ）
野菜
• やまといも
• にんじん
畜産
• 酪農
• 肉用牛
• 養豚
• 養鶏

1-(1) 多古町の農業について

写真提供：多古町産業経済振興課

水田面積：1,650ha（耕地面積：3,130ha）
農林水産省 統計情報『わがマチ・わがムラ』より

多古町産コシヒカリ ＝ 「多古米」
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1-(1) 多古町の農業について
水田の多くは10a程度の小区画で湿田
⇒作業性が悪い

米 11%

いも類 13%

野菜 33%

その他 5% 肉用牛 2%

酪農 20%

採卵鶏 1%

養豚・
その他
15%

畜産
38%

農林水産省 統計情報『わがマチ・わがムラ』を基に作成

◆農業産出額（令和3年）：102億4千万円

経営体数
19戸

飼養頭数
1,956頭

1-(1) 多古町の農業について
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輸入量(万t) 価格(円/t)
独立行政法人 農畜産業振興機構『飼料・飼料原料の輸入動向』を基に作成

◆畜産側の背景
輸入飼料の価格上昇・供給不安定

1-(2) 取組開始の背景

◆畜産側の背景
自給飼料を生産するも、輸入飼料への依存は大きい

1-(2) 取組開始の背景

多古町粗飼料生産組合による自給飼料生産
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◆畜産側の背景
隣接する香取市での稲WCS生産の拡大

1-(2) 取組開始の背景
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1-(2) 取組開始の背景
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（千葉県産 コシヒカリ）

農林水産省『米に関するマンスリーレポート（資料編）』より作成

◆耕種側の背景
米価の低迷
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需給
調整

コントラ
クター

畜産
農家

耕種
農家

1-(2) 取組開始の背景
耕種農家・畜産農家

双方が稲WCSに関心
しかし、多古町には

需給調整の仕組み
がない
コントラクターもない

2 取組の内容

(1) 耕畜連携の体制づくり
(2) 定着に向けた取組
(3) 拡大・改善に向けた取組
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2-(1) 耕畜連携の体制づくり
行政の支援体制

多古町役場と農業事務所の連携
• 情報共有、活動方針の調整
• 役割分担 町役場：事務局として主導

農業事務所：技術面や需給調整等の支援

2-(1) 耕畜連携の体制づくり

耕種・畜産の意見交換（H26）
お互いの意向の確認

具体的な事項の協議・共有
取組開始に向け、連携意識の醸成、合意形成

作付面積
ほ場の位置
収穫時期

利用予定者
オペレーター

料金体系 など

耕種農家
（稲作研究グループ）

畜産農家
（粗飼料生産組合）
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今後の利用について
利用したい 13戸
利用しない 3戸
どちらともいえない 3戸

Ｈ27年度多古町稲ＷＣＳ利用意向アンケート結果（一部）

利用希望量（面積）

合計SRQPONMLKJIHGFEDCBA畜産
農家

91 
ha2 0 3 0 3 15 3 0 0 0 2 1 30 5 1 20 0 1 4 希望量

(ha)

良い
40%ふつう

60%

悪い
0%

嗜好性

ほとんどな
い

40%
たまに
ある

60%

よくある
0%

カビの発生

2-(1) 耕畜連携の体制づくり
需要の把握

料金体系・精算方法の検討
価格設定の根拠

• 自給飼料生産費や輸入乾牧草との比較
料金体系

• 香取市の取組を参考に検討

2-(1) 耕畜連携の体制づくり
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耕種農家とのマッチング
「多古町粗飼料生産組合」を利用の受け皿とし配分調整

利用者組合の設立
多古町粗飼料生産組合としては、
自給飼料生産 と 稲WCS利用 の会計を分けたい

下部組織 「多古町ホールクロップ利用組合」を設立
• 組織運営に係る収支計画等の作成支援

2-(1) 耕畜連携の体制づくり

コントラクターの設立
利用組合をコントラクターとして位置づけ

• 補助事業活用による機械導入
• オペレーターの確保

2-(1) 耕畜連携の体制づくり

刈取り：耕種農家 密封・積込：畜産農家
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2-(1) 耕畜連携の体制づくり
連携体制の骨格形成

H26料金体系（案）

H26年当時の配付資料
多古町

農業事務所

コントラ
クター

畜産
農家

耕種
農家

2-(2) 定着に向けた取組
①耕種農家の栽培技術向上

栽培技術講習会の開催
品種ごとの栽培暦
主食用米とは異なる管理のポイント
• 水管理
• 農薬による防除等 など
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2-(2) 定着に向けた取組
①耕種農家の栽培技術向上

栽培技術講習会の開催
中干し以降の落水継続を強調

畜産農家が求める
サイレージの品質に
ついても周知

カビが発生した
サイレージ

収穫時にぬかるんでいるほ場 雑草が繁茂したほ場

2-(2) 定着に向けた取組
①耕種農家の栽培技術向上

21

22



一筆ごとのほ場巡回（H27～）
コントラクター、町役場、農業事務所による巡回調査
改善が必要な耕種農家への個別指導

2-(2) 定着に向けた取組
①耕種農家の栽培技術向上

巡回時の調査結果・収穫実績等の提示
生育ステージごとに管理のポイントを資料配付

2-(2) 定着に向けた取組
①耕種農家の栽培技術向上
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県畜産総合研究センターの協力による、

給与技術研修会の開催
給与量の目安を周知

製品品質の確認・共有
発酵状態
成分分析

研修会資料
（畜産総合研究センター作成）

2-(2) 定着に向けた取組
➁畜産農家の給与技術向上

収穫作業の留意点を確認
記録簿の活用による技術向上

2-(2) 定着に向けた取組
③コントラクターの収穫調製技術向上
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2-(2) 定着に向けた取組
③コントラクターの収穫調製技術向上

適期収穫に向けた取組
幼穂確認による出穂期の推定
水分測定による適期判断

2-(2) 定着に向けた取組
③コントラクターの収穫調製技術向上

水田 耕作

• ほ場番号
• 生産者名
• 品種
• ほ場地番等
• 面積（a）
• 利用者名

• 収量（ロール数）
記入欄
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2-(3) 拡大・改善に向けた取組
意見交換会から連携会議への発展

年３回の「耕畜連携会議」開催（H28～）
三者の代表による事前打合せ
耕種農家の参集範囲拡大

R5耕畜連携会議の様子

ほ場巡回の実施を継続
条件の悪いほ場や新規取組者のほ場等を中心に
コントラクター
町役場 合同で各地区を巡回
農業事務所

2-(3) 拡大・改善に向けた取組
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適期収穫に向けた取組
水稲生育予測システム「でるた」
の活用

2-(3) 拡大・改善に向けた取組

品種構成の検討

コシヒカリ
83%

ふさおとめ
7%

ふさこがね
4% リーフスター

6%

R1 品種構成割合

極短穂茎葉型品種
0%

2-(3) 拡大・改善に向けた取組
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食用品種の収穫適期
（乳熟期～糊熟期）

茎葉型品種の収穫適期（糊熟期～黄熟期）

早刈り

刈遅れ

WCS用イネ登熟段階の目安と収穫適期の考え方（泌乳牛向け）

『飼料用イネの栽培技《改訂版》』(千葉県、千葉県農林水産技術会議 発行）より引用

早刈り

刈遅れ

消
化
不
良
の
原
因

2-(3) 拡大・改善に向けた取組

2-(3) 拡大・改善に向けた取組
極短穂茎葉型品種の導入検討

耕種農家にニーズを周知
栽培事例の紹介

県畜産総合研究センター作成による資料

栽培調査結果
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2-(3) 拡大・改善に向けた取組
極短穂茎葉型品種「たちあやか」（中生）の導入

三者の代表で協議 R2より導入
9月8月7月品種
上旬下旬中旬上旬下旬

ふさおとめ

ふさこがね

コシヒカリ

たちあやか

リーフスター

コントラクターは
他地域の刈取りに
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R5 日別収穫実績

ふさおとめ ふさこがね コシヒカリ たちあやか

コシヒカリ 収穫期間
7/22～8/20

中生品種「たちあやか」の拡大
早生品種「つきはやか」の導入検討

刈遅れ

「つきはやか」の検討

2-(3) 拡大・改善に向けた取組
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３ 取組の成果

(1) 取組の拡大
(2) 生産技術の向上
(3) 極短穂茎葉型品種の導入と面積拡大

3-(1) 取組の拡大
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R6H25
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47戸10戸生産農家数
11 戸1 戸利用農家数
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3-(1) 取組の拡大
遊休農地の解消

復田作業
（H26)

復 田 後
（R6撮影）

3-(2) 生産技術の向上
収量の増加
10a当たりロールベール数（約300kg/個）

H27年 6.9個 R3年 9.0個
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3-(2) 生産技術の向上
R4・5年の収量減少の要因（推察）

中干しの時期以降の降水量が少なかった
土壌水分が少ない状態での落水継続が要因？

6月中旬 6月下旬 7月上旬 7月中旬 7月下旬 合計
R3 54.5 50.5 224.5 35.5 50.5 415.5
R4 13.0 3.0 4.0 80.5 5.0 105.5
R5 29.0 5.0 42.0 0.0 0.0 76.0
R6 96.5 123.0 3.5 47.5 7.0 277.5
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3-(2) 生産技術の向上
収量安定化に向けた対策

品種に合わせた水管理
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3-(3) 極短穂茎葉型品種の導入と面積拡大
中生品種「たちあやか」の導入・拡大
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その他（食用種）
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R6R2たちあやか
20ha1ha作付面積
5戸1戸生産農家数

早生品種「つきはやか」導入に向けた試験栽培（R7予定）

3-(3) 極短穂茎葉型品種の導入と拡大
耕種農家にアンケート実施（R6耕畜連携会議）

極短穂茎葉型品種の導入意向
「意向あり」の農家が取組むための条件
• 主食用品種との収益差確認
• 苗の購入
「意向なし」の理由
• 栽培管理への不安
• 種子・苗の確保が困難
• 作業負担・コストの増加
• 興味がない など

意向あり
35%

意向なし
65%

極短穂茎葉型品種の導入意向
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3-(3) 極短穂茎葉型品種の導入と拡大
栽培管理への不安払拭

技術の高い耕種農家の協力を得て、「たちあやか」の栽
培管理を調査（R6）

今後、耕畜連携会議で情報提供予定

4 今後の課題

(1) 収穫作業の効率化
(2) コントラクターの強化
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4-(1) 収穫作業の効率化
品種ごとの団地化、ほ場の大区画化

コシヒカリ

たちあやか

令和6年作付ほ場位置（一部）

4-(2) コントラクターの強化
オペレーターの育成
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おわりに
農業者による主体的な取組

コントラクター 畜産農家 兼
コントラクター

町役場

耕種農家

農業事務所

ご清聴
ありがとう
ございました
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